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（写真）DiarioOrbita “カプリレス元ミランダ州知事ら 国会議員選の比例代表として出馬” 

 

 

２０２５年４月１４日（月曜） 

 

政 治                     

「カプリレス元知事 国会議員選比例代表で出馬 

～公職権停止措置の解除で政府と合意か～」 

「PJ カプリレス元知事ら６名に除名処分」 

「エクアドル大統領選 ノボア大統領再選が決定」 

「米裁判所 人道特別条件プログラム撤回を妨害」 

経 済                     

「Chevron ９隻のタンカーがカリブ海で滞留 

～５０万バレルの原油を荷卸し～」 

「OPEC ３月の産油量は日量１０５万バレル」 

「ベネズエラ エビの輸出量は世界１０位」 

 

２０２５年４月１５日（火曜） 

 

政 治                    

「独立野党、穏健野党 ５月選挙の出馬状況 

～当選の可能性は低く、野党票は分裂～」 

「ペルー・ウマラ元大統領 

チャベス政権からの献金受領で懲役１５年」 

経 済                    

「欧州 メリダ州の再生エネルギー事業に協力」 

「トルコ企業 プラスチック業界参入に関心」 

「旅行代理店 分割払いでセマナサンタ業績好調」 

社 会                     

「交通事故３９７人死亡 約半分はバイク運転手」 
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２０２５年４月１４日（月曜）             

政 治                       

「カプリレス元知事 国会議員選比例代表で出馬    

   ～公職権停止措置の解除で政府と合意か～」       

 

４月１４日 政治専門家エウヘニオ・マルティネス氏は、

主要野党の中で唯一選挙に参加している「新時代党

（UNT）」の国会議員選の比例代表で出馬する人物のリ

ストを公表。 

 

その中にエンリケ・カプリレス元ミランダ州知事（表紙

写真の左端）が含まれていると指摘した。 

 

２０１７年、カプリレス元知事は、ミランダ州知事時代

に知人の会社に公共事業を優先的に落札させたとして

１５年間の公職権停止措置を受けた。 

 

これにより、カプリレス元知事は２０３２年まで公職選

に出馬できないことになっていたが、UNT の出馬申請

者リストに掲載されている。 

 

 

（写真）@puzkas 

“UNT の国会議員選、比例代表候補者リスト（抜粋）” 

 

同リストに掲載されている時点で、CNE はこの申請を

受け入れていることを意味するという。 

 

また、マルティネス氏が公表したリストによると、カプ

リレス元知事と同様に公職権停止措置を受けていたト

マス・グアニパ氏も UNT の比例代表候補として出馬し

ている。 

 

カプリレス元知事とトマス・グアニパ氏（表紙写真、左

から２番目）の公職権停止措置を命じたのは「行政監督

庁」である。 

 

今後、行政監督庁が CNE に対して両名の出馬を棄却す

るよう要請する可能性は否定できないが、一般的にはカ

プリレス元知事が水面下でマドゥロ政権と交渉し、公職

権停止措置の解除で合意したと認識されている 

 

他にも２０１８年に行われた大統領選で野党の筆頭候

補としてマドゥロ大統領と対決したヘンリー・ファルコ

ン元ララ州知事（表紙写真の右端）も UNT の比例代表

候補として出馬している。 

 

本件に関する詳細および考察は「ウィークリーレポート

No.402」を参照されたい。 

 

「PJ カプリレス元知事ら６名に除名処分」         

 

UNT から国会議員選に出馬したカプリレス元知事およ

びトマス・グアニパ氏は、主要野党の一角「第一正義党

（PJ）」の幹部である。 

 

この PJ は、現在野党のリーダーを務めているマリア・

コリナ・マチャド氏の方針に従い選挙ボイコットを支持

しているが、両名は「５月の選挙に参加するべき」と主

張しており、PJ と足並みが揃っていなかった。 

 

https://veneinvestment.com/wp-content/uploads/fd79c947fed86612ed8813fb6fd8d7d4.pdf
https://veneinvestment.com/wp-content/uploads/fd79c947fed86612ed8813fb6fd8d7d4.pdf
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４月１４日 PJ は、カプリレス元知事、トマス・グアニ

パ氏、アメリア・ベルサリオ氏、アンヘル・メディナ氏、

パブロ・ペレス氏、ファン・レケセンス氏の６名を PJ か

ら除名すると発表した。 

 

２月２５日 PJ の「全国政治委員会」は、５月２５日の

選挙の参加是非に関して投票を実施。その結果、１２６

人中１０８人が選挙不参加を支持した（「ベネズエラ・

トゥデイ No.1183」）。 

 

PJ は、６名を除名する理由について、２月２５日に行わ

れた決定に背いたためと説明している。 

 

また、PJ は特にカプリレス元知事、トマス・グアニパ氏

を名指して批判。 

 

「両名はマドゥロ政権と水面下で協議を行い、公職権停

止措置の解除で合意した」「新たな政党を作ることで合

意した」と訴えている。 

 

PJ が指摘している「新たな政党」とは「統合と変化党

（Unión y Cambio）、スペイン語の頭文字をとって“唯一

（Única）”と訳される」を指している。 

 

Única についてはほとんど情報が出ていないが、今回の

選挙で初めて登録された政党。 

 

UNT と同盟を組んで選挙に参加することが決まってお

り、カプリレス元知事が深く関係する政党と報じられて

いる。 

 

なお、カプリレス元知事は PJ の除名発表について 

「ボルヘスの取り巻きの決定は受け入れない」と反応。 

 

現在 PJ で実権を握っているフリオ・ボルヘス氏を批判

した。 

 

 

「エクアドル大統領選 ノボア大統領再選が決定」                  

 

４月１３日 エクアドルで大統領選の決選投票が行わ

れた。その結果、現職のダニエル・ノボア大統領（右派）

が対抗候補のルイサ・ゴンサレス氏（左派）を退けて当

選が確定した。 

 

開票率９３％時点の発表で、ノボア氏の得票率は５５．

８％、ゴンサレス氏は４４．１％で１０ポイント以上の

差が付いての勝利となる。 

 

ただし、今回の選挙でイレギュラーを指摘する意見もあ

る。 

 

２月の大統領選では、ノボア氏とゴンサレス氏の票差は

１６，７４６票だけだったが、今回の決選投票では１０

０万票以上の差を付けてノボア氏が当選しており、急激

な得票数の変化に不信を示す声がある。 

 

コロンビアのペトロ大統領は「米州機構（OAS）が選挙

イレギュラーを指摘している」と指摘しており、エクア

ドルの選挙結果を認めないとの見解を示している。 

 

ペトロ大統領によると、エクアドルの７つの県で緊急事

態宣言が発令されており、軍人が投票をカウントしてい

たという。 

 

マドゥロ大統領も同様にエクアドルで不正選挙が実施

されたと指摘。ノボア大統領について「帝国主義国から

資金を受けた独裁者」と批判した。 

 

なお、対抗候補のゴンサレス氏も今回の選挙結果に異議

を呈しており、選挙当局に対して開票のやり直しを求め

ている。 

 

 

https://veneinvestment.com/wp-content/uploads/4a5157c8592c3bf053f732d4412ad566.pdf
https://veneinvestment.com/wp-content/uploads/4a5157c8592c3bf053f732d4412ad566.pdf
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「米裁判所 人道特別条件プログラム撤回を妨害」                  

 

３月２１日 米国移民局（USCIS）は、米国がキューバ 

人、ハイチ人、ニカラグア人、ベネズエラ人に対して人 

道的な配慮から特別に米国の滞在を許可していた「人道 

特別条件プログラム（CHNV）」を４月２４日に失効さ

せると発表していた（「ベネズエラ・トゥデイ No.1194」）。 

 

４月１４日 マサチューセッツ州連邦裁判所の Indira 

Talwani 判事は、トランプ政権による CHNV の失効取

り消しを命じた。 

 

現在、米国では CHNV により約５３万人のキューバ人、

ハイチ人、ニカラグア人、ベネズエラ人の米国滞在が許

可されている。 

 

４月２４日以降は CHNV で米国に滞在していた４カ国

の国民は違法滞在者になり、拘束・追放の対象になる可

能性があったが、同判事の取り消し命令により当面は失

効を避けられることになるそうだ。 

 

ただし、今回の決定を受けて、トランプ政権の Karoline 

Leavitt 報道官は記者会見を実施。 

 

「新たな反乱判事が政府による強制送還を阻止しよう

としている」「米国政府は裁判を通じて争う」とコメン

トしており、CHNV の失効について法廷で争う考えを

示した。 

 

経 済                        

「Chevron ９隻のタンカーがカリブ海で滞留     

      ～５０万バレルの原油を荷卸し～」         

 

前号「ベネズエラ・トゥデイ No.1203」にて紹介した通

り 、 PDVSA は 米 国 政 府 に よ る 経 済 制 裁 を 理 由 に

Chevron の原油タンカー２隻の輸出許可を取り消した。 

 

この決定を受けて、原油を積んで出航していた Chevron

のタンカーはベネズエラに引き返しており、５０万バレ

ルの原油を荷卸しするところだという。 

 

ロイター通信によると、PDVSA の決定を受けて、ベネ

ズエラ産原油を輸出する予定だった Chevron の原油タ

ンカー９隻がカリブ海上で滞留しているという。 

 

米国政府は Chevron に対して５月２７日まではベネズ

エラでの事業を許可しており、Chevron としてはまだ原

油輸出を継続する前提でオペレーションを続けていた。 

 

しかし、詳細は不明だが、支払い関連の問題で制裁が障

害になっているようで、PDVSA は輸出許可を取り消し

たと報じられている。 

 

「OPEC ３月の産油量は日量１０５万バレル」                  

 

OPEC は、加盟国の２５年３月の産油量を更新した。 

 

ベネズエラ石油省が OPEC に報告した３月の産油量は、

日量１０４．８万バレル。 

 

３月に入りトランプ政権はベネズエラへの制裁圧力を

強化しているが、産油量は先月の日量１０２．５万バレ

ルから日量２．４万バレル増産したことになる。 

 

 

 

 

https://veneinvestment.com/wp-content/uploads/94480185b6a22f8b80ffa9abc5b4fbdf.pdf
https://veneinvestment.com/wp-content/uploads/9b6aeee2fbf6298ce4b3e38a1443746f.pdf
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ただし、OPEC の第３者専門家の調べによる３月のベ

ネズエラ産油量は日量９１．１万バレル。先月の日量９

１．２万バレルから微減したとしている。 

 

 

（写真）OPEC 

 

「ベネズエラ エビの輸出量は世界１０位」                  

 

「ベネズエラ養殖業連合（SVAuicultura）」の Eduardo 

Castillo 代表は、インターネットのインタビュー番組に

出演。ベネズエラのエビ輸出は世界で１０位だと説明し

た。 

 

Castillo 代表によると、ベネズエラのエビ生産量は年間

６．５万トン。このうち５０００トンはベネズエラ国内

で消費され、残りの６万トンは輸出されるという。 

 

なお、エビ養殖業の大半はスリア州、ファルコン州で行

われていると言及。 

 

また、エビ輸出の６０％は欧州向けに輸出されていると

説明。特にオランダ、スペイン、フランス、英国に輸出

されていると述べた。 

 

なお、エビ養殖業は雇用が拡大しており、現在は１．４

万人～１．７万人を直接雇用しているとした。 

 

 

 

 

２０２５年４月１５日（火曜）              

政 治                       

「独立野党、穏健野党 ５月選挙の出馬状況      

   ～当選の可能性は低く、野党票は分裂～」        

 

「新時代党（UNT）」を中心とする主だった野党政治家

の出馬状況については「ウィークリーレポート No.402」

の通り。 

 

以下では「独立野党（反マドゥロ政権側ではあるが、マ

ドゥロ政権とあまり対立することなく中立的に政治活

動を続けるグループ）」と「穏健野党（どちらかという

とマドゥロ政権と関係が近い野党グループ）」の出馬状

況について紹介したい。 

 

主な独立野党系の政党は「隣人の力（FV）」と「鉛筆同

盟（AL）」だろう。 

 

FV の Máximo Sánchez 幹事長は「出馬申請を実施した」

と明言したものの具体的に誰がどの選挙に参加したの

かなど詳細は明言しなかった。 

 

また、AL のアントニオ・エカリ党首は、「国会議員選の

比例代表に複数の候補者を出馬させた」と発表。 

具体的には、Jorge Barragán 氏、Luis Fuenmayor Toro

氏（元 CNE 役員）の名前を挙げた。 

 

他、州知事選に以下７人の候補者を出馬させたと述べた。 

• ミランダ州：Eric Ondarroa 氏 

• アラグア州：Gonzalo Díaz 氏 

• カラボボ州：César Oviol 氏 

• ファルコン州：Jorge Acosta 氏 

• スクレ州：José Luis Mata 氏 

• タチラ州：María Teresa Cantor 氏 

• ヤラクイ州：Deiby Meza 氏 

 

https://veneinvestment.com/wp-content/uploads/fd79c947fed86612ed8813fb6fd8d7d4.pdf


 VENEZUELA TODAY 
２０２５年４月１４日～４月１５日報道           No.１２０４   ２０２５年４月１６日（水曜） 

6 / 7 

 

また、穏健野党グループは以下の通り州知事選に候補者

を擁立している。 

 

• アンソアテギ州: José Brito 氏 

• アラグア州：Luis Eduardo Martínez 氏 

• アプレ州：Endryk Polanco 氏 

• カラボボ州：Anyelith Tamayo 氏 

• デルタ・アマクロ州：Larissa González 氏 

• ファルコン州：Javier Bertucci 氏 

• グアリコ州：Alejandra Barón 氏 

• メリダ州：Alcides Monsalve 氏 

• ミランダ州：Negal Morales 氏 

• モナガス州：Hecmarys Valera 氏 

• タチラ州：Juan Carlos Alvarado 氏 

• ヤラクイ州：Luis Parra 氏 

• スリア州：Ely Ramón Atencio 氏 

 

率直に言って、独立野党、穏健野党ともに単体で与党候

補に太刀打ちできるほどの支持はない。これらの候補者

が当選することはないだろう。 

 

ただし、独立野党、穏健野党の候補者が UNT および

Única から擁立した候補者と票を奪い合うことで、結果

的に与党連合の候補者を有利にすると思われる。 

 

「ペルー・ウマラ元大統領                 

   チャベス政権からの献金受領で懲役１５年」           

 

２０１１年～１６年にかけてペルー大統領を務めたオ

ジャンタ・ウマラ氏が、汚職とマネーロンダリングの罪

で１５年の有罪判決を受けた。 

 

有罪の理由は、２００６年、２０１１年に行われた大統

領選の選挙キャンペーンの際、ベネズエラの故チャベス

元大統領およびブラジルの建設会社 Odebrecht から資

金を受領したため。 

 

裁判所が同判決を下すと、裁判所で待機していた警察官

が即座にウマラ氏を拘束したという。 

 

また、ウマラ氏の妻である Nadine Heredia 氏および親

族の Ilán Heredia 氏も同様の理由で懲役１５年の有罪

判決を受けたが、妻は在リマ・ブラジル大使館に亡命し、

拘束を逃れた。 

 

ペルー外務省は、Nadine Heredia 氏が在リマ・ブラジル

大使館で亡命申請を行ったのが事実であると認め、「ブ

ラジル政府と協議を行う」と説明した。 

 

 

（写真）Sumrium 

“有罪判決を受けたウマラ元大統領（右の男性）と 

Nadine Heredia 元大統領夫人” 

 

経 済                       

「欧州 メリダ州の再生エネルギー事業に協力」            

 

在ベネズエラ EU 大使館の María Antonia Calvo 商務官

は、メリダ州を訪問し、州政府高官と面談。 

 

メリダ州の再生エネルギー関連の経済的な協力合意の

締結を検討すると言及した。 
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メリダ州は太陽光パネルの設置に力を入れており、同事

業に欧州が協力意思を示していると思われる（「ベネズ

エラ・トゥデイ No.1110」）。 

 

「トルコ企業 プラスチック業界参入に関心」         

 

「トルコ独立起業連合会（Musiad Venezuela）」の Hayri 

Kucukyavuz 代表は、ラジオのインタビュー番組に出演。 

 

トルコとベネズエラの経済関係について説明した。 

 

Kucukyavuz 代表によると、２０２４年のベネズエラと

トルコの貿易額は合計で８億ドル。この数年は増加傾向

にあり、今後３年で両国の貿易額を３０億ドルにするこ

とを目標にしているとコメントした。 

 

また、トルコ企業のベネズエラ投資に関して、「ラグア

イラ州で油を作っているトルコの民間企業がある」と言

及。 

 

他、「Yildirim Holding」という会社が少なくとも１００

万ドルの投資を行っており、将来的に３０億ドルの投資

を行う可能性があるとした。 

 

他、プラスチック業界にもトルコ企業の投資が流れてい

ると指摘。１億～２億ドルを投資し、現在稼働を停止し

ている１５のプラスチック製造工場を稼働させる予定

になっていると説明した。 

 

「旅行代理店 分割払いでセマナサンタ業績好調」            

 

「ベネズエラ旅行・観光代理店連盟（Avavit）」の Vicky 

Herrera 代表は、２０２５年のセマナサンタの旅行業界

の状況について国内旅行需要が増加し、売り上げが伸び

ていると言及。 

 

 

人気観光地であるヌエバエルパルタ州のマルガリータ

島については「既に予約がいっぱいで空きがない」とコ

メントした。 

 

Herrera 代表は、好調の理由について「旅行代金を分割

で支払うことが可能になったため」と指摘。「時間をか

けて支払うことが出来るようになったため、これまで旅

行できなかった人も旅行が可能になった」との見解を示

した。 

 

社 会                        

「交通事故で３９７人死亡 約半分はバイク運転手」           

 

非政府系団体「交通安全観測所 (OSV)」によると、２

０２５年１～３月にかけてベネズエラ全土で起きた交

通事故件数は９６６件。前年同期の１２２０件から約２

０％減少したと発表した。 

 

一方で、２５年１～３月の間に交通事故により死亡した

人数は３９７人で、前年同期の３５１人から１３％増え

たという。 

 

また、３９７人のうち約半分（４５．８％）の１８２人

はバイク運転手だったと補足した。なお、バイク事故で

死亡した１８２人のほとんどが１６～２５歳だったと

いう。 

 

２番目に死亡者が多かったのは自動車運転手で５３人。 

次いで、バイクの同乗者が５２人、歩行者が４４人、自

動車の同乗者が３５人、自転車運転者が８人と続いた。 

 

 

以上 

https://veneinvestment.com/wp-content/uploads/6bef66b20dae176c9fff0d0e80ebb25b.pdf
https://veneinvestment.com/wp-content/uploads/6bef66b20dae176c9fff0d0e80ebb25b.pdf

